兵庫県知事選挙について

さいとう前知事は潔白でした！

来る１１月１７日に行われる兵庫県知事選挙に関して、県民に知らされていなかった情報を伝えます。

既にSNS（“X”や“Youtube”）をご覧になっている方はご存知でしょうが、TV　新聞しか観ていない方の為に下記を発信致します。

●今回の斎藤知事失職は、利権に絡んだ議員・企業・団体がマスメディアと組んだ仕掛けだった。

●斉藤知事の再選を阻止するため、マスメディアによる情報統制・有権者誘導が行われている。

Ⅰ．斉藤知事の改革実績

　１．県財政の中に不動産購入で1,500億円の損失を見つけた。

　２．その損失を消すために県庁舎の建て替え（1,200億円）を延期した。

　３．就任当時30億円しかなかった県の貯金（災害時などに使う）を130億円まで増やした。

　４．天下りも含め、なし崩し的に守られていなかった65歳定年を厳密に実行しようとした。

　５．改革のため、自身の給与を３割、退職金を５割削減した。

Ⅱ．改革の影響

　１．20年間続いた井戸県政で溜まりに溜まったゴミが明らかになった。

　２．その中で生まれた癒着が表面化した。

Ⅲ．改革への抵抗

　１．庁舎建て替えが見直しされることで癒着業者とその利権議員が反発、知事降ろしが始まる。

　２．播磨県民局長（当時60歳）は、自分の天下りがなくなることに不満を持ち、知事に対する

　　　中傷（事実はない）を文書化しビラとして配布した。

　３．県庁舎建て替え見直しで職場環境改善が遅れることに労働組合が反発した。

Ⅳ．知事降ろし活動

　１．「パワハラ」「おねだり」という実態のないキーワードを使い、マスコミ（朝日新聞・

　　　神戸新聞など）と知事反対勢力が手を組んで、反知事キャンペーンを開始する。

＊パワハラ：「付箋を壁に向かって投げた」「机を叩いた」だけ。

＊おねだり：当該業者は、その話を否定している。

＊阪神・オリックス優勝パレードの信金からの寄付金の還流もなかった。

　２．これらの真偽を確かめる為、「百条委員会」（議長：奥谷県議会議員）が設置される。

　３．百条委員会で県民局長の公用パソコンの中身を確認することになった。

　４．パソコンの中に「県民局長の不倫」を証明する文書・画像が見つかる。

　５．「百条委員会」は個人情報との理由で協議対象から除外した。

　６．県民局長は、公開を恐れ、強く反対する。

　７．県民局長に百条委員会から電話があった翌日、県民局長が自殺する。

　８．「百条委員会」の報告を以って知事選挙を行う予定が変更され、報告を待たず知事選挙へ

　　　なだれ込む。

　９．マスメディアの世論誘導・言論統制の中で、知事を悪人に仕立て上げた知事選挙が行われて

　　　いる。

Ⅴ．歪んだ知事選挙への抵抗運動

　１．この事態に疑問を持った有志がNHK反対党に情報を渡す。

　２．NHK反対党首の「立花たかし」がマスメディアによる言論封殺を避ける為、真実を伝え、

　　　斉藤氏を応援する為、自らが知事選挙に立候補

　　　する。（政見放送に出れば言論封殺出来ない。）（立花氏は当選の意思なし）

　３．「百条委員会」の会議音声データが漏洩し、様々な闇が明るみに出る。

　４．最初「斉藤前知事」の街頭演説はただ一人の聴衆しかいなかったが、徐々に人が増え、

　　　今では大盛況となっている。

　５．該当演説参加者の殆どは、「メディアに誤解させられていた。疑ってごめんなさい」と

　　　言っている。

以上の話を確かめたい方は、SNS（“X”や“Youtube”）で「立花たかし」「兵庫県知事選挙」で

検索し、ご自身の目で確かめ、17日の投票に行って下さい。

◆まとめ

　20年間続いた井戸行政の中で生まれた利権構造、ぬるま湯に浸かっていた議員・県職員に対し、

　斎藤前知事が行った改革を葬ろうとする者たちが仕掛けた「クーデター」と考えられる。

　県民を情報弱者と考え、世論誘導・言論統制を行うマスメディアがそれに加担する仕掛けである。

　

　この様な構造は兵庫県に限らず、全国に存在すると確信する。

　米大統領でトランプ氏が当選し、アメリカは大改革が始まろうとしている。トランプ氏が戦う

　相手は「ディープステート」（民主党の中に巣食う軍産複合体、ビッグファーマ、ビッグテック、

　マスメディアとそれらに投資するウォール街）である。

　今回の兵庫県知事選挙は超ミニチュア版米大統領選挙。県政を県民の手に取り戻す為の戦いとも

　言えるだろう。

　

追記１．

　「斉藤元彦氏」の対立候補「いなむら氏（女性）」（前尼崎市長）は「みどりの党」の創設者の

　一人で、外国人参政権推進者、某学校（日本人以外を対象とする）に多額の予算を付けている。　

　（斉藤前知事は、この予算削減を行った）

　正に日本を破壊しようとする極左活動家と思われる。

　詳細は、SNSで検索して下さい。

追記２．

　TV、新聞に真実はありません。偏向報道・言論誘導しかありません。

　真実はSNSにあります。（これはイーロン・マスクが言っている！）

　国民一人ひとりが自分で情報を取り、自分で判断することが民主主義の基本です！

　世界はその方向に流れています。

斉藤元彦　前知事は、３年間、県のため、県民のためだけを思い、ただ一人で戦いながら、県政改革を実行してきました。酷い仕打ちを受けながらも、泣き言一つ言わず、冷静に自分の使命だけを全うし続けてきた強い精神の持ち主です！

我々県民にとって真のリーダーと言える立派な人です。

私達はメディアに騙され踊らされていました。

『斉藤さん、ごめんなさい。これからも私達県民の為、そして日本の為に頑張ってください。全力で応援しています。』

　

是非一度、斎藤前知事の街頭演説をお聞き下さい。立花たかし氏も、これを聞いて目頭が熱く

なったと言っています。（私も涙が溢れました。）

県民の皆様の賢明な選択をお願いします。

